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Ⅰ－１ －（ １ ） －①　 理念、 基本方針が明文化さ れ
周知が図ら れている 。 b

理念、 基本方針はホームページに記載さ れており 、
公開さ れている 。 パンフ レ ッ ト は準備さ れていな
い。 法人の掲げる 理念･目標を踏ま え、 保育理念
は、 ど の様な子供を育てたいか、 人格を尊重し た自
分で考える 教育をすすめる 事を謳い、 保育目標は眠
育( 睡眠と 生活リ ズムを整える 事) を基本に個性と 成
長に応じ た保育、 失敗を受け止める 保育を展開する
事を表明し ている 。 保育方針･目標は年度の事業計
画に掲げ職員と 確認する と 共に、 懇談会で保護者に
も 説明し ている 。

Ⅰ－２ －（ １ ） －①　 事業経営をと り ま く 環境と 経
営状況が的確に把握・ 分析さ れている 。 a

法人で分析･検討さ れた事業全体の動向等について
は、 本社開催の会議に於いて経営方針･業績状況等
と し て指示･伝達さ れる 。 又、 地域での特徴・ 変化
等の情報に関し ては、 市主催の園長会議にて把握し
ている 。

Ⅰ－２ －（ １ ） －②　 経営課題を明確にし 、 具体的
な取り 組みを進めている 。 a

経営課題等に付いては、 本社の役員会議やマネー
ジャ ー会議等で共有さ れた内容を、 毎月の園長会議
等で報告を受け職員に伝達し ている 。 喫緊の志木園
の経営課題と し ては、 設備の老朽化があり 補修計画
を立て進めている 。

Ⅰ－３ －（ １ ） －①　 中・ 長期的なビジョ ンを明確
にし た計画が策定さ れている 。 b

目標･ビジョ ンを掲げた新中期計画と し て新理念･基
本方針が策定さ れたが、 具体的に実行し て行く 内容
が策定さ れていない為、 中期計画と し てのＰ Ｄ Ｃ Ａ
の展開には至っていない。 依って、 評価･見直し も
行われていない。

Ⅰ－３ －（ １ ） －②　 中・ 長期計画を踏ま えた単年
度の計画が策定さ れている 。 b

事業計画は策定さ れている が、 中期計画の具体的な
展開が確認出来ない為、 繋がり が不明である 。 事業
計画は行事計画ではなく 実行可能な内容と なっては
いる が、 具体的な展開に向けての数値目標や成果等
の展開は行われていない。

Ⅰ－３ －（ ２ ） －①　 事業計画の策定と 実施状況の
把握や評価・ 見直し が組織的に行われ、 職員が理解
し ている 。

a

事業計画は前年度の反省を元に全職員で策定し てい
る 。 実施状況に付いては、 月案･週案の展開の中で
Ｐ Ｄ Ｃ Ａ が確認さ れており 、 都度評価･見直し を
行っている 。

Ⅰ－３ －（ ２ ） －②　 事業計画は、 利用者等に周知
さ れ、 理解を促し ている 。 a

事業計画は年度初めの保護者懇談会で配信･説明し
周知し ている 。 又、 年間目標と し て事業計画を分り
易く 解説し 、 保護者等がよ り 理解し 易い様な工夫を
行っている 。

Ⅰ-４ 　 福祉サービス の質の向上への組織的・ 計画的な取組

Ⅰ－４ －（ １ ） －①　 福祉サービス の質の向上に向
けた取組が組織的に行われ、 機能し ている 。 a

Ｃ Ｓ アンケート と し て満足度調査が行なわれ、 抽出
さ れた課題に付いては年度末に全体的な計画に織り
込ま れＰ Ｄ Ｃ Ａ の展開がさ れている 。 年１ 回職員自
己評価が行われ、 評価結果は園と し てのま と めがさ
れ全体で分析･検討がさ れている 。

Ⅰ－４ －（ １ ） －②　 評価結果にも と づき 組織と し
て取組むべき 課題を明確にし 、 計画的な改善策を実
施し ている 。

a

自己評価から の改善課題も 全体的な計画にフ ィ ード
バッ ク さ れ、 職員全体での全体的な計画の見直し 時
に織り 込ま れる 。 又、 月案･週案の策定の中でも 評
価･見直し が行われ、 都度課題によ り 全体的な計画
に反映さ れている 。

Ⅰ－３ －（ ２ ） 　 事業計画が適切に策定さ れている 。

Ⅰ－４ －（ １ ） 　 質の向上に向けた取組が組織的・ 計画的に行われている 。

Ⅰ－３ －（ １ ） 　 中・ 長期的なビジョ ンと 計画が明確にさ れている 。

評　 価　 細　 目　 の　 第　 三　 者　 評　 価　 結　 果

（ アート チャ イ ルド ケア志木）
評価対象Ⅰ　 福祉サービス の基本方針と 組織

Ⅰ－１ 　 理念・ 基本方針

Ⅰ－１ －（ １ ） 　 理念、 基本方針が確立・ 周知さ れている 。

Ⅰ－２ 　 経営状況の把握

Ⅰ－２ －（ １ ） 　 経営環境の変化等に適切に対応し ている 。

Ⅰ－３ 　 事業計画の策定
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Ⅱ－１ －（ １ ） －①　 管理者は、 自ら の役割と 責任
を職員に対し て表明し 理解を図っている 。 b

管理者は入園のし おり の最後に所信を表明し 、 方針
と 取組を明確にし ている 。 又、 職務分掌において自
ら と 職員の役割と 責任を明示し 、 職員会議等で周知
し ている 。 有事の際等の園長不在時の権限委任に付
いては、 決めら れていない。

Ⅱ－１ －（ １ ） －②　 遵守すべき 法令等を正し く 理
解する ための取り 組みを行っている 。 a

｢子供の人権を考える ｣や個人情報保護に付いての講
習の受講が全員に義務付けら れている 。 又、 園長が
受けた講習の内容から の法令の変更等に関わる 情報
に付いては、 職員に共有し ている 。 環境関連のア
ラ ート が市から 出さ れた場合には遵守し ている 。

Ⅱ－１ －（ ２ ） －①　 福祉サービス の質の向上に意
欲をも ち、 その取組に指導力を発揮し ている 。 a

Ｃ Ｓ アンケート と し て満足度調査が行なわれ、 抽出
さ れた課題に付いては年度末に全体的な計画に織り
込ま れＰ Ｄ Ｃ Ａ の展開がさ れている 。 全体的な計画
の振り 返り は職員全員の参加の下、 行われる 。 職員
は質の向上の一環と し て保育理念に付いての研修を
受講し ている 。

Ⅱ－１ －（ ２ ） －②　 経営の改善や業務の実行性を
高める 取組に指導力を発揮し ている 。 a

人事・ 労務・ 財務の実績は毎月の本部への報告内容
と し て把握・ 分析さ れている 。 ｢日本一保育士が働
き やすい委員会｣が設置さ れており 、 職員が要望や
意見を述べやすい環境を整えている 。 園の年間目標
と し て｢Ｎ ｏ ． １ 宣言｣を決め、 職員が一丸と なって
目指すス ロ ーガンと し ている 。

Ⅱ－２ －（ １ ） －①　 必要な福祉人材の確保・ 定着
等に関する 具体的な計画が確立し 、 取組が実施さ れ
ている 。

a

必要な人材や人員体制に関する 基本的な考え方は、
本社の採用戦略室で案画さ れており 、 正社員･臨時
職員含め人員計画に基づき 採用を進めている 。 又、
キャ リ アパス 制度の中でも 求めら れる 職員像を明示
し 、 具体的な人材の確保が進めら れている 。

Ⅱ－２ －（ １ ） －②　 総合的な人事管理が行われて
いる 。 b

キャ リ アパス 制度の中や法人ＨＰ の｢人材育成･研
修｣の中に期待する 職員像等を表明し ている 。 人事
基準を定めた規定等は確認出来ない。 職級毎に決め
ら れた課題に基づき 方針管理が進めら れており 、 評
価面談時に職員への期待やアド バイ ス を伝え、 又、
職員の意見や希望を聴取し 将来の見通し が持てる
様、 面談が行われる 。

Ⅱ－２ －（ ２ ） －①　 職員の就業状況や意向を把握
し 、 働き やすい職場づく り に取組んでいる 。 a

職員の有休休暇消化率や時間外労働のデータ を月次
毎に報告し ており 把握し ている 。 職員の心身の健康
に関し ては、 随時園長面談を行っている 他、 ｢心と
体の健康相談｣を受けら れる 仕組があり 、 職員に周
知し ている 。 福利厚生の一環と し て外部に委託し 施
設利用の割引等、 職員の便宜を図っている 。 ｢日本
一保育士が働き やすい委員会｣を設ける 等、 ワ ー
ク ・ ラ イ フ ・ バラ ンス に配慮し た取組を行ってい
る 。 休暇も 有給休暇意外に育児休暇・ 介護休暇・ 子
の看護休暇・ イ ンク ルーシブ休暇等が準備さ れてお
り 、 取得を推奨し ている 。

Ⅱ－２ －（ ３ ） －①　 職員一人ひと り の育成に向け
た取組を行っている 。 a

キャ リ アパス 制度の中や法人ＨＰ の｢人材育成･研
修｣の中に期待する 職員像等を表明し ている 。 職級
毎に決めら れた課題に基づき 方針管理が進めら れて
いる 。 年度当初･中間･期末に達成度の確認を行い、
評価面談時に職員への期待やアド バイ ス を伝え、
又、 職員の意見や希望を聴取し 将来の見通し が持て
る 様、 面談が行われる 。

Ⅱ－２ －（ ３ ） －②　 職員の教育・ 研修に関する 基
本方針や計画が策定さ れ、 教育・ 研修が実施さ れて
いる 。

a

キャ リ アパス 制度の中や法人ＨＰ の｢人材育成･研
修｣の中に期待する 職員像等を表明し ている 。 募集
要項にも 必要と する 専門資格を明示し ている 。 教育
研修ユニッ ト にて職種や経験に応じ た研修プロ グラ
ムが策定さ れ、 受講機会が作ら れている 。 研修内容
やカリ キュ ラ ムは研修ユニッ ト と 担当マネージャ ー
によ り 毎年評価、 見直し がさ れている 。

Ⅱ－２ －（ ３ ） 　 職員の質の向上に向けた体制が確立さ れている 。

Ⅱ－２ －（ ２ ） 　 職員の就業状況に配慮がなさ れている 。

評価対象Ⅱ　 組織の運営管理

Ⅱ－１ 　 管理者の責任と リ ーダーシッ プ

Ⅱ－１ －（ １ ） 　 管理者の責任が明確にさ れている 。

Ⅱ－１ －（ ２ ） 　 管理者のリ ーダーシッ プが発揮さ れている 。

Ⅱ－２ 　 福祉人材の確保・ 育成

Ⅱ－２ －（ １ ） 　 福祉人材の確保・ 育成計画、 人事管理の体制が整備さ れている 。
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Ⅱ－２ －（ ３ ） －③　 職員一人ひと り の教育・ 研修
の機会が確保さ れている 。 a

職員の専門資格の取得状況やキャ リ アアッ プ研修の
受講履歴については、 本部で掌握し ている 。 新任職
員に対する 教育は、 Ｏ Ｊ Ｔ シート に従い行われてい
る 。 個人別教育研修や階層別研修･職種別研修等に
付いては、 本社で計画さ れ、 園内研修と さ れた物は
職員全員が受ける 事になっている 。 エリ アマネー
ジャ ーがス ーパーバイ ザーと し て職員を支援する 体
制と なっている 。

Ⅱ－２ －（ ４ ） －①　 実習生等の福祉サービス に関
わる 専門職の教育・ 育成について体制を整備し 、 積
極的な取組をし ている 。

a

始めの部分に教育・ 育成に関する 基本姿勢を明示し
た実習生受入れマニュ アルが策定さ れている 。 実習
は主任が担当し オリ エンテーショ ン等の導入時研修
を行っている 。 実習プロ グラ ムは、 学校と 協議し 策
定さ れ、 実習期間中も 継続的な連携を維持し 指導の
工夫を行っている 。

Ⅱ－３ －（ １ ） －①　 運営の透明性を確保する ため
の情報公開が行われている 。 b

ホームページには法人や園の内容に付いては開示さ
れている が、 事業計画や事業報告･予算･決算情報等
は掲載さ れていない。 苦情･相談の仕組や内容等は
重要事項説明書や園内掲示によ り 公表さ れている 。
地域に対し てホームページや市の保育所案内等で園
の説明や役割等を明示する 内容を発信し ている 。

Ⅱ－３ －（ １ ） －②　 公正かつ透明性の高い適正な
経営・ 運営のための取組が行われている 。 a

事務･経理･取引等に関する 業務は全て本社管轄と し
て管理･処理さ れている 。 職務分掌は策定さ れ職員
に周知さ れている 。 本社のミ ド ルマネージャ ー及び
他園担当マネージャ ーによ る 内部監査が実施さ れて
いる 。 法人と し て公認会計士の外部監査を受け、 経
営改善に結びつけている 。

Ⅱ－４ －（ １ ） －①　 利用者と 地域と の交流を広げ
る ための取組を行っている 。 a

地域と の関わり についての基本的な考え方は、 事業
計画･報告に明示さ れている 。 地域の催し 物等の案
内やチラ シ等を掲示板に掲載し ている 。 地域の祭り
やハロ ウ ィ ンへの参加を奨励し 、 地域と の交流を
行っている 。 又、 園庭や園内遊具の開放日を定期的
に設けている 。

Ⅱ－４ －（ １ ） －②　 ボラ ンティ ア等の受入れに対
する 基本姿勢を明確にし 体制を確立し ている 。 a

ボラ ンティ ア受入れにつき 、 受入れの基本姿勢を明
示し たマニュ アルを整備し ており 、 受入れの際にオ
リ エンテーショ ンを行って事前説明と 併せ、 研修も
行っている 。 学校教育への協力と し て中学校の職業
体験を受け入れている 。

Ⅱ－４ －（ ２ ） －①　 福祉施設・ 事業所と し て必要
な社会資源を明確にし 、 関係機関等と の連携が適切
に行われている 。

a

地域の関係機関リ ス ト が作成さ れており 職員に周知
さ れている 。 特に市開催の園長会議や発達支援セン
タ ーと は定期的に連絡会を行っている 。 発達支援セ
ンタ ーに協力し て貰い課題のある 家庭のカウ ンセリ
ング等を行っている 。 現在、 対象児が在籍し ている
ので、 要保護児童対策地域協議会と の連携を図って
いる 。

Ⅱ－４ －（ ３ ） －①　 福祉施設・ 事業所が有する 機
能を地域に還元し ている 。 b

地域の民生委員を交えた運営会議を開催し 、 地域の
ニーズや情報の把握に努めている 。 会議では横断歩
道の設置等、 生活課題についても 話し 合われてい
る 。 近隣の老人施設を訪問し 交流を図っている 。 相
談事業所と し ての機能は確認出来ない。

Ⅱ－４ －（ ３ ） －②　 地域の福祉ニーズに基づく 公
益的な事業・ 活動が行われている 。 b

園庭や園施設の開放を定期的に行っており 、 訪問し
た保護者に対し 、 相談に応じ たり 眠育や専門的な情
報提供を行っている 。 老人施設への訪問や小学校と
の連携を計画的に行っており 、 地域の活性化にも 貢
献し ている 。 福祉避難所等には指定さ れていない。

Ⅱ－４ －（ １ ） 　 地域と の関係が適切に確保さ れている 。

Ⅱ－４ －（ ２ ） 　 関係機関と の連携が確保さ れている 。

Ⅱ－４ －（ ３ ） 　 地域の福祉向上のための取組を行っている 。

Ⅱ－２ －（ ４ ） 　 実習生等の福祉サービス に関わる 専門職の研修・ 育成が適切に行われている 。

Ⅱ－３ 　 運営の透明性の確保

Ⅱ－３ －（ １ ） 　 運営の透明性を確保する ための取組が行われている 。

Ⅱ－４ 　 地域と の交流、 地域貢献
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Ⅲ－１ －（ １ ） －①　 利用者を尊重し た福祉サービ
ス 提供について共通の理解をも つための取組を行っ
ている 。

a

標準的実施方法と し ての保育マニュ アルの冒頭部分
に子供の人権を尊重し た保育の実施を明示し 、 職員
が理解し 実践する 為の取組を行っている 。 就業規則
に職員が守る べき 行動を明示し ており 、 相応し く な
い行動に対する 懲罰規定も 策定さ れている 。 子供達
が互いを尊重し 自分で考え自分で学ぶ力を身につけ
る 事が出来る 様、 取組んでいる 。 職員は人権セルフ
チェ ッ ク リ ス ト や言動チェ ッ ク リ ス ト によ り 定期的
に状況の把握・ 評価等を行っている 。 新し い理念の
プラ ス ケアと し て、 色々なサポート を必要と する 子
供も 含ま れており 、 人権を尊重し た保育の実践を保
護者にも 理解し て貰っている 。

Ⅲ－１ －（ １ ） －②　 利用者のプラ イ バシー保護等
の権利擁護に配慮し た福祉サービス 提供が行われて
いる 。

b

個人情報保護規程にプラ イ バシーの定義がさ れてお
り 、 両者を分けて規定さ れている が、 マニュ アルと
し ての効用はない。 着がえの際は男子／女子をパー
テーショ ンで分けたり 、 面談の際は完全に隔離し た
状態にする 様、 配慮し ている 。 プラ イ バシー保護に
付いて、 保護者に説明する 機会は作ら れていない。

Ⅲ－１ －（ ２ ） －①　 利用希望者に対し て福祉サー
ビス 選択に必要な情報を積極的に提供し ている 。 b

園のパンフ レ ッ ト がない為、 公共施設等、 多く の人
が入手でき る 場所に紹介し た資料は置いていない。
園見学は随時行っており 対応し ている が、 体験入
所・ 一日利用等には対応し ていない。 又、 パンフ
レ ッ ト がない為、 見直し は行われない。

Ⅲ－１ －（ ２ ） －②　 福祉サービス の開始・ 変更に
あたり 利用者等にわかり やすく 説明し ている 。 a

サービス 開始時に当たっては、 重要事項説明書 兼
入園のし おり を用いて詳細に説明し 、 同意書を得て
いる 。 又、 重要事項説明書等に変更があった場合
は、 コ ド モンにて保護者に連絡し 同意を得る 仕組と
なっている 。 意思決定が困難な子供には個別保育計
画書を作成し 対応し ている 。

Ⅲ－１ －（ ２ ） －③　 福祉施設・ 事業所の変更や家
庭への移行等にあたり 福祉サービス の継続性に配慮
し た対応を行っている 。

b

年長児の場合、 進学小学校へ向け手順と し て保育児
童要録を送付し ている が、 変更案件の場合には引継
ぎ文書等は準備さ れていない。 退園・ 転園後に利用
者や家族等が相談出来る 様、 園長や担任が相談受付
担当と 云う 事で伝えている が、 文書と し ては配布し
ていない。

Ⅲ－１ －（ ３ ） －①　 利用者満足の向上を目的と す
る 仕組みを整備し 、 取組を行っている 。 a

年１ 回本部と し てＣ Ｓ アンケート ( 満足度調査) が行
なわれ、 抽出さ れた課題に付いては年度末に全体的
な計画に織り 込ま れＰ Ｄ Ｃ Ａ の展開がさ れている 。
又、 定期面談や日々の面談･懇談会でも 同様に満足
度を把握する 様にし ている 。 又、 保護者の代表を交
えた運営会議に於いても 改善の具体的な課題が話し
合われる 。

Ⅲ－１ －（ ４ ） －①　 苦情解決の仕組みが確立し て
おり 、 周知・ 機能し ている 。 a

要望・ 苦情の解決体制に付いては、 第三者委員の設
置も 含め整備さ れている 。 又、 本社の相談窓口も 合
わせて紹介さ れている 。 重要事項説明書 兼 入園の
し おり に詳細の説明がさ れており 、 所内掲示も さ れ
ている 。 利用者が申し 出し 易い様にＣ Ｓ アンケート
がさ れ、 苦情･相談はコ ド モンでも 受け付けら れる
仕組と なっている 。 対応内容に付いては、 必ず
フ ィ ード バッ ク さ れ記録の保管・ 公表も さ れてい
る 。 こ こ から 出た改善内容は標準的実施方法に展開
さ れる 。

Ⅲ－１ －（ ４ ） －②　 利用者が相談や意見を述べや
すい環境を整備し 、 利用者等に周知し ている 。 a

重要事項説明書 兼 入園のし おり に詳細の説明がさ
れており 、 所内掲示も さ れている 。 又、 本社の相談
窓口も 合わせて紹介さ れている 。 相談や意見を述べ
易い様にと の配慮と し て、 面談の際は完全に隔離し
た状態にする 様、 配慮し ている 。

Ⅲ－１ －（ １ ） 　 利用者を尊重する 姿勢が明示さ れている 。

Ⅲ－１ －（ ２ ） 　 福祉サービス の提供に関する 説明と 同意（ 自己決定） が適切に行われている 。

Ⅲ－１ －（ ３ ） 　 利用者満足の向上に努めている 。

Ⅲ－１ －（ ４ ） 　 利用者が意見等を述べやすい体制が確保さ れている 。

Ⅲ－１ 　 利用者本位の福祉サービス

評価対象Ⅲ　 適切な福祉サービス の実施



詳細（アートチャイルドケア志木）

Ⅲ－１ －（ ４ ） －③　 利用者から の相談や意見に対
し て、 組織的かつ迅速に対応し ている 。 a

相談や意見を述べ易い様、 面談の際は完全に隔離し
た状態にする 様、 配慮し ている 。 Ｃ Ｓ アンケート が
さ れ、 苦情･相談はコ ド モンでも 受け付けら れる 仕
組と なっている 。 。 職員は把握し た相談や意見に付
き 、 検討に時間がかかる 場合はその旨を伝え迅速に
対応し ている 。 こ こ から 出た改善内容は標準的実施
方法に展開さ れている 。 対応方法は定期的に見直さ
れる 。

第三者評価結果 コ メ ント

Ⅲ－１ －（ ５ ） －①　 安心・ 安全な福祉サービス の
提供を目的と する リ ス ク マネジメ ント 体制が構築さ
れている 。

a

リ ス ク マネージメ ント 委員及び委員会の設置がさ
れ、 危機管理マニュ アルが策定さ れている 。 本社で
事故・ ヒ ヤリ ハッ ト 情報の一括管理がさ れ、 要因分
析・ 対応策等を検討し 全園に情報共有さ れている 。
又、 安全確保策の実施状況や実効性について、 定期
的に評価・ 見直し を行っている 。 職員は動画や｢安
全対策チェ ッ ク 及び緊急時対応｣講座によ る 危機管
理の研修が義務付けら れている 。

Ⅲ－１ －（ ５ ） －②　 感染症の予防や発生時におけ
る 利用者の安全確保のための体制を整備し 、 取組を
行っている 。

a

感染症対応マニュ アルが策定さ れ、 感染症毎に対応
フ ロ ーチャ ート も 作成さ れており 職員に周知徹底さ
れている 。 感染症に関する 研修が年１ 回行われてい
る 。 保護者へは重要事項説明書で感染症に関する 対
応に付き 説明がさ れており 、 登園規制や医師の診断
につき 詳し く 述べら れている 。 実際に発生し た場合
はアプリ 「 コ ド モン」 での情報共有を行っている 。

Ⅲ－１ －（ ５ ） －③　 災害時における 利用者の安全
確保のための取組を組織的に行っている 。 a

消防計画が策定さ れ避難訓練の内容や地震が発生し
た場合のフ ロ ーチャ ート に安否確認方法に付き 規定
さ れている 。 又、 園独自にＢ Ｃ Ｐ を策定し ている 。
災害用備蓄は担当者を決め整備し ている 。 地域の住
民と 合同の防災訓練に参加し ている 。

Ⅲ－２ －（ １ ） －①　 提供する サービス について標
準的な実施方法が文書化さ れ福祉サービス が提供さ
れている 。

a

標準的な実施方法と し て業務マニュ アルが策定さ れ
ており 、 利用者の尊重やプラ イ バシーの保護・ 権利
擁護に関わる 姿勢等が明示さ れている 。 本社の教育
研修部策定の｢マニュ アル改訂施設内研修｣が実施さ
れ、 職員会議で職員に周知徹底さ れる 。 。 年１ 回職
員全員でそれま での改善活動を織り 込んだ業務マ
ニュ アルの見直し ・ 振り 返り がさ れ、 改定がさ れて
いる 。

Ⅲ－２ －（ １ ） －②　 標準的な実施方法について見
直し をする 仕組みが確立し ている 。 a

年１ 回職員全員でそれま での改善活動を織り 込んだ
業務マニュ アルの見直し ・ 振り 返り がさ れ、 改定が
さ れている 。 職員や利用者等から の意見・ 提案やこ
こ から 出た改善内容は業務マニュ アルに反映さ れて
いる 。

Ⅲ－２ －（ ２ ） －①　 アセス メ ント にも と づく 個別
的な福祉サービス 実施計画を適切に策定し ている 。 a

決めら れた様式に従いアセス メ ント が行われ、 その
子の課題に付いて他部門( 児童発達支援グループ等)
の支援も 受けカンフ ァ レ ンス が行われる 。 アセス メ
ント 票には保護者等の具体的ニーズが明示さ れてお
り 、 個別保育計画に引き 継がれ、 個別保育計画の策
定段階でも 必要に応じ てカンフ ァ レ ンス が行われ
る 。 内容のＰ Ｄ Ｃ Ａ に付いては、 週案･月案の展開
の中でフ ォ ロ ーさ れている 。 支援困難な子には個別
保育計画の中で個別に対応し ている 。 全体的な計画
に基づき 指導計画が作成さ れ、 実践さ れた内容に付
き 、 年度末に振り 返り が実施さ れる 。

Ⅲ－２ －（ ２ ） －②　 定期的に福祉サービス 実施計
画の評価・ 見直し を行っている 。 a

日誌･週案･月案が案画さ れる 中で、 個別保育計画の
見直し を行い昼礼や担任会議によ り 保護者等の意向
の確認も 行われ職員に周知し ている 。 個別保育計画
から 出た改善内容は標準的実施方法に展開さ れ質の
向上が行われている 。

Ⅲ－２ －（ ２ ） 　 適切なアセス メ ント によ り 福祉サービス 実施計画が策定さ れている 。

Ⅲ－１ －（ ５ ） 　 安心・ 安全な福祉サービス の提供のための組織的な取組が行われている 。

Ⅲ－２ 　 福祉サービス の質の確保

Ⅲ－２ －（ １ ） 　 提供する サービス の標準的な実施方法が確立し ている 。



詳細（アートチャイルドケア志木）

Ⅲ－２ －（ ３ ） －①　 利用者に関する 福祉サービス
実施状況の記録が適切に行われ、 職員間で共有化さ
ている 。

a

身体測定と 健康診断の記録は決ま ったフ ォ ーマッ ト
に記録さ れている 。 記録する 際には業務マニュ アル
に従い、 書き 方等に差異が生じ ない様に職員に周知
徹底さ れている 。 情報の共有は主に昼礼で行われ、
情報伝達の分別は、 直接本人に話をする か回覧にて
行われている 。 パソ コ ンやタ ブレ ッ ト ･園携帯を使
用し て内部ネッ ト ワ ーク の活用をし ており 、 情報共
有がさ れる 。

Ⅲ－２ －（ ３ ） －②　 利用者に関する 記録の管理体
制が確立し ている 。 a

個人情報保護規程に従い記録の保管･保存･廃棄や情
報提供がなさ れている 。 個人情報の不適正な利用事
案に付いては就業規則に懲罰規程含め規定さ れてい
る 。 職員には個人情報保護に関する 研修が行われ、
理解し 遵守し ている 。 個人情報の扱いに付き 利用者
等に説明し 押印を得ている 。

第三者評価結果 コ メ ント

Ａ －１ －（ １ ） －①　 保育所の理念、 保育の方針や
目標に基づき 、 子供の心身の発達や家庭及び地域の
実態に応じ て保育課程を編成し ている 。

a

全体的な計画は、 法令や指針・ 憲章・ 条約等を踏ま
えて策定さ れており 、 保育理念や方針・ 目標等に基
づき 策定さ れている 。 又、 子供の発達過程や家庭の
状況・ 保育時間等を考慮し て策定さ れている 。 全体
的な計画の評価・ 見直し に付いては、 全職員が参画
し て年度末に行われている 。

Ａ －１ －（ ２ ） －①　 生活にふさ わし い場と し て、
子供が心地良く 過ごすこ と のでき る 環境を整備し て
いる 。

a

居室に温度計･湿度計を設置し 喚起･採光に注意し 心
地よ い音量･時間で音楽を掛けている 。 寝具はレ ン
タ ルで衛生管理さ れている 。 家具や遊具の角には
パッ ド を付け安全対策をし ている 。 子供がく つろぐ
いだり 落ち着ける 場所が建物設計上、 配慮さ れてい
る 。 居室も 心地良い生活空間と し て食事･午睡にも
供さ れている 。

Ａ －１ －（ ２ ） －②　 一人一人の子供を受容し 、 子
供の状態に応じ た保育を行っている 。 a

特に発達障害や要保護児童に対し ては注意を払い、
個人差を理解し 尊重し ている 。 子供が話し かけてき
た時はど んなと き でも 話を聞く 様、 配慮し ている 。
又、 経験から 動作や様子から 何をし たいのか読み
取っている 。 話す時は何時でも ゆっく り 穏やかに話
す様にし ている 。

Ａ －１ －（ ２ ） －③　 子供が基本的な生活習慣を身
に付ける こ と ができ る 環境の整備、 援助を行ってい
る 。

a

生活に必要な基本的な習慣を身に付けら れる 様、 強
制する 事なく 主体性を尊重し 、 自分でやろう と する
気持ちを受け止めて援助し ている 。 眠い時は寝かせ
る 、 活動し たい時は見守る 様に極力制約せずに援助
し ている 。 大人と 一緒にやる 事で、 生活習慣が身に
つく 様、 支援し ている 。

Ａ －１ －（ ２ ） －④　 子供が主体的に活動でき る 環
境を整備し 、 子供の生活と 遊びを豊かにする 保育を
展開し ている 。

a

子供が自主的・ 自発的に遊びが出来る 様、 手の届く
所に様々な玩具を置き 、 やり たい事が出来る 様にし
ている 。 アス レ ティ ッ ク 系の遊具を豊富に準備し て
おり 、 戸外は勿論、 室内にも 大き なネッ ト が張って
あり 子供がはねたり 転がったり する 環境を作ってい
る 。 散歩に出た際に交通ルールを学んだり 、 図書館
を利用する 事で本に興味を持ったり と 云う 事を体験
し ている 。 又、 大人と 接する 社会体験の場にも なっ
ている 。 異年齢ク ラ ス で過す時間が豊富に準備さ れ
ており 、 友達関係や人間関係が育ま れる 様、 援助し
ている 。

Ａ －１ －（ ２ ） －⑤　 乳児保育（ ０ 歳児） におい
て、 養護と 教育が一体的に展開さ れる よ う 適切な環
境を整備し 、 保育の内容や方法に配慮し ている 。

a

０ 歳児ク ラ ス は担当制を用い一対一の関わり を大切
にし 、 愛着関係を持てる 様にし ている 。 興味と 関心
が持てる 様、 手の届く 所に様々な玩具を置き 、 やり
たい事が出来る 様にし ている 。 発達過程に応じ た玩
具を漸次与える 様にし ている 。 特に０ 歳児は家庭と
の連携を密にし ている 。

Ａ －１ －（ ２ ）  環境を通し て行う 保育、 養護と 教育の一体的展開

Ａ －１ －（ １ ） 保育課程の編成

Ａ －１ 保育内容

Ⅲ－２ －（ ３ ） 　 福祉サービス 実施の記録が適切に行われている 。

評価対象Ⅳ　 内容評価基準



詳細（アートチャイルドケア志木）

Ａ －１ －（ ２ ） －⑥　 ３ 歳未満児（ １ ・ ２ 歳児） の
保育において、 養護と 教育が一体的に展開さ れる よ
う 適切な環境を整備し 、 保育の内容や方法に配慮し
ている 。

a

主体的に子供が遊びを選べる 様、 手の届く 所に様々
な玩具を置き 、 やり たい事が出来る 様にし ている 。
アス レ ティ ッ ク 系の遊具を豊富に準備し ており 、 戸
外は勿論、 室内にも 大き なネッ ト が張ってあり 子供
が探索活動が出来る 様、 配慮し ている 。 イ ヤイ ヤ期
にも 当たる が子供の育ちを受け止め適切に関わって
いる 。 こ の頃は仲裁をし てあげないと 仲直り が出来
ないので、 仲立ちをし ている 。

Ａ －１ －（ ２ ） －⑦　 ３ 歳以上児の保育において、
養護と 教育が一体的に展開さ れる よ う 適切な環境を
整備し 、 保育の内容や方法に配慮し ている 。

a

３ 歳になる と 集団での遊びや制作に興味を示し てく
る 。 ４ 歳児は中間で下の面倒を見たり 上と は尊敬の
念も 抱き ながら みんなでと 云う 意識が出てき て友人
関係を育む時期でも ある 。 ５ 歳になる と 出来る 事も
増え完成度も 高く なってく る ので、 達成感も 味わえ
る 様、 支援し ている 。 子供達の育ちや活動に付いて
は、 面談等で保護者へ、 又、 小学校には保育児童要
録で伝えら れる 。

Ａ －１ －（ ２ ） －⑧　 障害のある 子供が安心し て生
活でき る 環境を整備し 、 保育の内容や方法に配慮し
ている 。

a

バリ アフ リ ーやエレ ベータ ーの設置･パーテーショ
ン等、 障害に応じ た環境整備に配慮し ている 。 障害
児に配慮し た個別保育計画を策定し 保護者と の連携
を密にし ている 。 医療機関や専門機関から 保護者が
得た情報を共有し 、 相談や助言を受けている 。 選択
式研修で障害児に関する 研修も 受けている 。 障害児
の情報を他の保護者に伝える かは母親の意向によ り
対応し ている 。

第三者評価結果 コ メ ント

Ａ －１ －（ ２ ） －⑨　 長時間にわたる 保育のための
環境を整備し 、 保育の内容や方法に配慮し ている 。 a

午後のう たた寝やおやつの量に配慮し 降園し た後、
家庭での生活に支障がないよ う 配慮し ている 。 特に
乳児は畳の部屋で横になったり し てゆったり と 過す
様配慮し ている 。 朝夕と 日中の決めら れた時間は異
年齢ク ラ ス と なり 過し ている 。 食事は子供が自分で
盛る 量を加減し ている 。 保育士間の引継ぎ事項は必
ず引き 継ぎ帳を確認し 適切に行っている 。 保護者と
は連絡帳や登降園時の面談を通じ 連携を図ってい
る 。

Ａ －１ －（ ２ ） －⑩　 小学校と の連携、 就学を見通
し た計画に基づく 、 保育の内容や方法、 保護者と の
関わり に配慮し ている 。

a

就学する 予定の小学校へ１ 月から ２ 月にかけて年長
児が訪問し 学校の案内をし て貰っている 。 保護者も
同様小学校での説明会に参加し ている 。 幼保小連絡
協議会にて保育士/教員の意見交換等を行い連携を
図っている 。 小学校へは保育所児童保育要録を必ず
提出し ている 。

Ａ －１ －（ ３ ） －①　 子供の健康管理を適切に行っ
ている 。 a

保険マニュ アルに基づき 記録がなさ れ、 個人別健康
カード に既往症や予防接種履歴も 含め記録し てい
る 。 又、 保健計画も 策定さ れる 。 子供の体調悪化や
怪我については、 保護者に伝える と 共に、 緊急連絡
網で職員に周知さ れる 。 アセス メ ント データ 等から
子供の健康状況を把握し ている 。 子供の健康に関す
る 方針や取組は保健だよ り で保護者に伝えら れる 。
Ｓ Ｉ Ｄ Ｓ に関し 、 職員に対し ては看護師によ る 研修
を行っており 、 又、 保護者に対し ても 行政から 配布
さ れた資料等を説明し 情報提供し ている 。

Ａ －１ －（ ３ ） －②　 健康診断・ 歯科健診の結果を
保育に反映し ている 。 a

健康診断・ 歯科健診の結果は健康記録に記録さ れ、
保健計画に反映さ れ保育が行われている 。 年2回の
内科健診・ 1回の歯科健診、 毎月の身体測定の結果
はコ ド モンで保護者に伝えら れている 。

Ａ －１ －（ ３ ） －③　 アレ ルギ－疾患、 慢性疾患等
のある 子供について、 医師から の指示を受け適切な
対応を行っている 。

b

アレ ルギー疾患のある 子供に対し てはアレ ルギー対
応マニュ アルに従い対応し ている 。 又保護者には生
活管理指導票の提出をお願いし 、 医師の指示の下、
子供の状況に応じ た適切な対応を行っている 。 食事
の提供の際には、 食器の模様や机を変え、 配膳も 最
初にする 様にし ている 。 職員はアレ ルギー疾患や慢
性疾患等についての研修を受講し ている 。 他の子供
や保護者にアレ ルギー疾患である 事は、 個人情報に
鑑み伝えていない。

Ａ －１ －（ ３ ）  健康管理



詳細（アートチャイルドケア志木）

Ａ －１ －（ ４ ） －①　 食事を楽し むこ と ができ る よ
う 工夫をし ている 。 a

栄養士によ り 食育計画が策定さ れており 、 野菜の収
穫や皮むき ･ク ッ キング等、 多彩な企画が盛り 込ま
れている 。 年齢に合わせ食材の形状や状態に配慮し
ている 。 食器は瀬戸物を用い、 年齢に応じ 量は自分
で盛り 付けを行っており 、 嫌いな物でも １ つは食べ
る 事にし ている 。 食育に関する 取組に付いては、 食
育だよ り で保護者に情報提供し 、 連携し ている 。

Ａ －１ －（ ４ ） －②　 子供がおいし く 安心し て食べ
る こ と のでき る 食事を提供し ている 。 a

各担任から の摂食状況を聞き 、 場合によ り 食材の切
り 方や煮方等、 調理の工夫をし ている 。 残食･検食
記録は本社に報告さ れ献立に反映さ れる 。 地域の行
事食等を取り 入れたメ ニュ ーが本社で策定さ れてい
る 。 調理員・ 栄養士等が、 毎回食事の様子を観察し
ている 。 衛生管理はマニュ アルに従い励行さ れてい
る 。

Ａ －２ －（ １ ） －①　 子供の生活を充実さ せる ため
に、 家庭と の連携を行っている 。 a

連絡帳や連絡ノ ート ･コ ド モンによ り 家庭と の情報
交換を行っている 。 保育参観や進級に向けての個人
面談を行ったり 、 年に数回パパママ先生（ 保育士体
験） の機会を持ち子供の成長を共有でき る 様、 支援
をし ている 。 面談の内容は記録し ている 。

Ａ －２ －（ ２ ） －①　 保護者が安心し て子育てがで
き る よ う 支援を行っている 。 a

昼礼や職員会議で全職員に園児の様子を伝える 事
で、 担任以外でも 園児に付いて保護者に声をかける
事ができ て安心し て貰える 。 保護者が緊急に延長し
たい時には対応し ている 。 又、 体温が多少高めでも
元気であれば預かる 対応をし ている 。 面談は懇談
会・ 定期面談以外でも 希望があれば随時行い、 家庭
と の連携を図っている 。 面談の記録は保管し てい
る 。

第三者評価結果 コ メ ント

Ａ －２ －（ ２ ） －②　 家庭での虐待等権利侵害の疑
いのある 子供の早期発見・ 早期対応及び虐待の予防
に努めている 。

a

午睡前の着がえ時等に身体の傷やアザや虐待の兆候
を見逃さ ない様、 配慮し ている 。 疑わし い場合は、
市役所や本社と の連携を取る 様にし ている 。 子供の
持ち物の状態や汚れにも 変化がないか確認し てい
る 。 虐待対応マニュ アルを整備し マニュ アルに基づ
く 対応を行う と 共に、 職員は園内外の虐待研修に参
加し ている 。

Ａ －３ －（ １ ） －①　 保育士等が主体的に保育実践
の振り 返り （ 自己評価） を行い、 保育実践の改善や
専門性の向上に努めている 。 a

年度始めに企てた目標に向けてよ り よ い保育の向上
を目指し 、 又、 定期的に行われる 自己評価よ り 、 互
いの学び合いや意識の向上に繋げ、 保育所全体の保
育実践の自己評価を行い、 毎月・ 半年・ 年度末で都
度振り 返り を行っている 。

Ａ －３ 　 保育の質の向上

Ａ －３ －（ １ ） 　 保育実践の振り 返り （ 保育士等の自己評価）

Ａ －１ －（ ４ ）  食事

Ａ －２ －（ １ ）  家庭と の緊密な連携

Ａ －２ －（ ２ ）  保護者等の支援


